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挨拶を述べる沖山会長

自らの経験をもとに直売経営の今後
について話す長谷川氏

　

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
（
清
水
武

男
会
長
）
は
、
６
月
14
日
、
第
43
回

通
常
総
会
を
開
き
、
平
成
25
年
度
の

活
動
計
画
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
会

長
に
は
清
水
武
男
氏
（
立
川
市)

　

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

（
沖
山
慶
孝
会
長
＝
八
丈
町
）
は
、

６
月
20
～
21
日
に
南
新
宿
ビ
ル
に

お
い
て
、
第
26
回
島
し
ょ
農
業
委

員
・
農
業
者
大
会
を
開
き
、
全
島

か
ら
農
業
委
員
な
ど
42
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

１
日
目
に
は
先
進
事
例
研
究
と

し
て
、
町
田
市
農
業
委
員
会
の
遊

休
農
地
解
消
と
新
規
就
農
者
受
け

入
れ
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
研
究

し
、
町
田
市
農
業
研
修
農
場
を
現

島
し
ょ
農
業
の
活
性
化
施
策
に
関
す
る
要
望
な
ど
決
議

町
田
市
農
委
会
の
遊
休
農
地
解
消
活
動
な
ど
研
究

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

地
研
究
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
本
大
会
で
は
「
島

し
ょ
農
業
の
活
性
化
を
支
え
る
施

策
に
関
す
る
要
望
」
と
「
島
し
ょ

農
業
委
員
会
活
動
の
積
極
的
推

進
」
に
つ
い
て
決
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
ま

し
た
。

　

討
論
で
は
「
島
民
と
と
も
に
育

　

こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
と

き
に
は
参
院
選
は
決
着
し
て

い
る
だ
ろ
う
▼
衆
参
の
「
ね
じ

れ
」
が
悪
い
か
の
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
る
が
、
国
民
・
国
土
・

農
林
水
産
業
そ
し
て
農
地
な

ど
、
経
済
成
長
の
み
で
は
解

決
で
き
な
い
「
我
が
国
の
財

産
」
を
ど
の
よ
う
に
守
り
、
育

て
て
い
く
か
は
、
議
論
を
尽
く

し
て
最
も
良
い
選
択
を
行
う

必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
▼
一
部
世
論
調
査
で

は
、
こ
の
参
院
選
で
「
ね
じ
れ

状
態
を
解
消
す
べ
き
」
の
61
・

０
％
が「
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
」

の
32
・
８
％
を
大
き
く
上
回
っ

た
▼
こ
の
結
果
は
６
月
26
日
の

参
院
本
会
議
で
首
相
の
問
責

決
議
が
可
決
、
そ
の
後
の
審

議
拒
否
に
よ
り
国
民
生
活
に

直
結
し
た
重
要
法
案
が
廃
案

と
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
▼
こ
の
よ
う
な
国

民
軽
視
で
は
、
ど
の
政
党
も
選

挙
対
策
し
か
考
え
て
な
い
と

思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
▼

責
任
は
与
野
党
双
方
に
あ
り
、

国
会
は
深
く
反
省
し
て
、「
国

民
の
た
め
の
政
治
」
を
示
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

あ　

ぜ　

み　

ち

が
再
任
さ
れ
た
ほ
か
、
副
会
長
に

は
真
利
子
伊
知
郎
氏
（
江
戸
川

区
）
、
原
島
勝
三
氏
（
八
王
子
市
）
、

山
下
文
藏
氏
（
東
久
留
米
市
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
株
式
会
社
み
ず
ほ

の
長
谷
川
久
夫
代
表
を
講
師
に
迎

え
「
直
売
経
営
の
意
識
改
革
」
を

テ
ー
マ
に
農
業
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー

を
開
き
ま
し
た
。

　

農
地
の
保
全
管
理
の
徹
底

（
全
地
域
）
と
農
地
流
動
化
の

推
進
（
市
街
化
調
整
区
域
・
農

振
農
用
地
区
域
）
に
向
け
て
「
農

地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間
」

を
農
業
委
員
会
で
８
月
～
10
月

の
う
ち
１
ヶ
月
間
を
設
定
し
、

今
年
も
都
内
全
域
で
実
施
し
ま

す
。

　

月
間
は
「
農
地
利
用
状
況
調

査
」（
農
地
法
第
30
条
）
に
取
り

組
み
、
農
業
委
員
会
が
一
丸
と

な
り
、
農
地
の
保
全
・
利
用
促

進
活
動
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
、
農
地
管

理
の
徹
底
と
流
動
化
に
よ
る
利

用
促
進
が
一
層
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

農
地
の
管
理
の
徹
底
と
流
動
化
の
推
進
を
！

８
月
～
10
月
は
「
農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間
」
で
す

て
る
島
の
農
業
と
農

業
委
員
会
活
動
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
島
内
・

島
外
へ
の
販
売
対

策
、
遊
休
農
地
の
活

用
方
法
・
農
地
流
動

化
の
推
進
、
農
業
者

の
確
保
・
育
成
と
支

援
、
新
規
就
農
者
受

け
入
れ
、
認
定
農
業
者
支
援
、
農

業
生
産
振
興
な
ど
、
幅
広
い
課
題

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

決議した要望書を受け取る朝長都農業基盤
整備担当課長（左・当時）

会
長
に
清
水
武
男
氏
（
立
川
市
）
を
再
任
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第
３
回
常
任
会
議
員
会
議

 
 

平
成
25
年
６
月
17
日
に
開

催
し
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ

く

知

事

諮

問

は
、

４

条

１

件

２

５

９

㎡
、

５

条

２

件

２
３
９
０
㎡
を
審
議
し
、
許

可
相
当
と
答
申
す
る
旨
を
決

定
し
た
。

協
議

　

①
本
年
度
も
「
農
地
管
理
・

流
動
化
推
進
月
間
」
を
設
け
、

都
内
全
域
で
統
一
的
運
動
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

②
平
成
25
年
度
ふ
る
さ
と
東

京
む
ら
づ
く
り
塾
活
動
計
画

を
説
明
し
、
本
年
度
も
積
極

的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

③
認
定
農
業
者
制
度
の
推
進

に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
状

況
と
今
後
の
取
り
組
み
方
策

を
説
明
し
、
引
き
続
き
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、
①

農
業
・
農
村
所
得
倍
増
目
標
10

カ
年
戦
略
、
②
平
成
24
年
度
食

料
・
農
業
・
農
村
白
書
の
概
要
、

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
（
太
陽
光
発
電
設
備
）
と

農
地
法
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
都
委
託
事
業

と
し
て
実
施
し
た
「
地
場
産

農
畜
産
物
を
利
用
し
た
加
工

食
品
開
発
の
先
進
事
例
調
査

結
果
」
を
報
告
し
た
。

第
４
回
常
任
会
議
員
会
議

 
 

平
成
25
年
７
月
17
日
に
開

催
し
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ

く
知
事
諮
問
は
、
５
条
６
件

３
４
３
４
㎡
を
審
議
し
、
許

可
相
当
と
答
申
す
る
旨
を
決

定
し
た
。

協
議

　

①
第
１
１
３
回
通
常
総
会

開
催
計
画
・
提
出
議
案
に
つ
い

て
協
議
し
、
原
案
ど
お
り
総
会

に
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
②
都
内
産
農
産
物
を
都

民
に
届
け
る
た
め
の
多
様
な

販
売
対
策
の
構
築
に
向
け
た

「
東
京
都
農
業
政
策
に
関
す
る

建
議
案
」
に
つ
い
て
協
議
し
、

総
会
議
案
と
し
て
提
出
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
で
は
、
①

農
業
・
農
村
所
得
倍
増
目
標

10
カ
年
戦
略
の
農
業
農
村
ビ

ジ
ョ
ン
お
よ
び
基
本
政
策
の

概
要
、
②
平
成
25
年
版
土
地

白
書
の
農
地
関
係
の
項
目
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

常　

任　

会　

議　

員　

だ　

よ　

り

　

５
月
30
日
、
日
比
谷
公
会
堂
に

お
い
て
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大

会
が
開
か
れ
、
東
京
都
か
ら
は
33

区
市
町
村
の
農
業
委
員
会
長
ら
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
「
基
本
農
政
の
確
立

に
向
け
た
政
策
提
案
」
や
「
国
益

を
守
れ
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
反
対

を
求
め
る
要
請
決
議
」、「
農
業
委

員
会
活
動
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み

に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
」
な

ど
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
は
会
長
大
会
に

先
立
ち
同
じ
会
場
で
第
５
回
耕
作

放
棄
地
発
生
防
止
・
解
消
活
動
表

彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
田
市

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
が
全

国
農
業
会
議
所
会
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。（
写
真
）

　

ま
た
、
会
長
大
会
の
終
了
後
に

は
都
内
区
市
町
村
の
農
業
委
員
会

会
長
が
国
会
議
員
に
対
す
る
要
請

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

衆
参
の
国
会
議
員
会
館
に
お
い

て
、
東
京
選
出
の
国
会
議
員
の
事

務
所
を
訪
問
し
、
会
長
大
会
で
決

議
し
た
要
望
事
項
に
あ
わ
せ
、
東

京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
で

決
定
し
た
国
へ
の
要
望
事
項
な
ど

を
要
請
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
な
ど
に
言
及

平
成
24
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書

　

政
府
は
、
６
月
11
日
に
「
平
成

24
年
度 

食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
」

を
公
表
し
ま
し
た
。

　

本
白
書
で
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
を
は
じ
め
、
総
合
的

な
食
料
安
全
保
障
の
確
立
、
人
と

農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
取
り
組

み
、
都
市
農
業
の
保
全
と
振
興
な

ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

第
１
章 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
～
復
興
へ
の
歩
み
～

　

津
波
被
災
農
地
２
万
１
４
８
０

㏊
に
つ
い
て
は
「
農
業
・
農
村
の

復
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
農
地
復
旧
や
除
塩
な
ど
を
実

施
し
て
お
り
、
平
成
24
年
度
春
の

作
付
け
ま
で
に
８
１
９
０
㏊
の
農

地
で
営
農
再
開
が
可
能
と
な
っ
た
。

第
２
章 

食
料
の
安
定
供
給
の
確

保
に
向
け
た
取
組

　

平
成
25
年
３
月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

へ
の
参
加
が
表
明
さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
よ
る
農
林
水
産
物
へ
の
影
響
と

し
て
、
生
産
額
が
約
３
兆
円
減
少

す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
（
政
府

統
一
試
算
）
。

第
３
章 

農
業
の
持
続
的
な
発
展

に
向
け
た
取
組

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
集
落
・
地

域
の
農
業
者
の
徹
底
的
な
話
し
合

い
に
よ
り
今
後
の
中
心
と
な
る
経

営
体
へ
の
農
地
の
集
積
方
法
、
地

域
農
業
の
在
り
方
な
ど
を
明
確
に

す
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作

成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

第
４
章 

地
域
資
源
を
活
か
し
た

農
村
の
振
興
・
活
性
化

　

近
年
、
都
市
的
地
域
を
中
心
に

市
民
農
園
の
開
設
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
平
成
23
年
度
は
平
成
13

年
度
よ
り
約
１
・
５
倍
の
３
９
６
８

ケ
所
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
都
市
及
び
そ
の
近
接
地

域
に
お
い
て
「
農
」
あ
る
暮
ら
し

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
反
対
を
求
め
る
要
請
な
ど
決
議

　
　
　
　
　

町
田
市
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
が

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
を
受
賞

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

全国農業会議所会長賞を受ける町田市
農業委員会の吉川庄衞会長
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都
農
業
会
議
は
昨
年
度
、
東
京

都
か
ら
の
委
託
を
受
け
「
地
場
産

農
畜
産
物
を
利
用
し
た
加
工
食
品

開
発
の
先
進
事
例
調
査
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

以
下
に
調
査
の
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。

　

本
調
査
の
対
象
は
、
都
内
の
区

市
町
村
（
島
し
ょ
地
域
、奥
多
摩
町
、

檜
原
村
を
除
く
）
に
て
地
場
産
農

畜
産
物
を
原
材
料
と
し
て
製
造
さ

れ
て
い
る
加
工
食
品
と
し
ま
し
た
。

　

加
工
食
品
に
は
農
家
が
自
ら
生

産
す
る
農
畜
産
物
を
原
料
に
製
造

す
る
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
今
回
の
調
査
で
は
漬
物
や
梅

干
し
は
除
い
て
い
ま
す
。

　

調
査
方
法
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

農
業
委
員
会
に
協
力
を
得
て
、
対

象
と
な
る
地
元
の
加
工
食
品
を
選

定
し
、
そ
れ
ら
加
工
食
品
を
製
造

（
ま
た
は
企
画
・
発
注
）
し
て
い

る
農
家
や
事
業
者
な
ど
に
調
査
票

の
記
入
と
提
出
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
区
市
町
村
の
区
域
を
超

え
て
都
内
の
広
域
か
ら
原
材
料
を

調
達
す
る
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

都
農
業
会
議
か
ら
直
接
、
調
査
へ

の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

今
回
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ
た
加

工
食
品
の
数
は
１
３
６
で
、
種
類

別
に
分
類
す
る
と
最
も
多
い
の
が

「
菓
子
」
で
、
45
件
あ
り
全
体
の

3
分
の
1
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

次
い
で
、「
酒
類
」（
18
件
、

13
・
２
％
）、「
ジ
ャ
ム
」（
12
件
、
８
・

８
％
）、
味
噌
を
含
む
「
調
味
料
」

（
10
件
、
７
・
４
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
加
工
食
品
の
原
料
に
つ

い
て
見
る
と
、
野
菜
を
使
用
し
て

い
る
加
工
品
が
50
件
（
36
・
８
％
）

と
最
も
多
く
、
次
い
で
果
物
の
43

件
（
31
・
６
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
工
品
は
、
そ
の
地
域
で
生
産

 
 

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
委

員
会
系
統
組
織
の
情
報
紙
と
し

て
、
昭
和
27
年
に
創
刊
以
来
、

週
刊
紙
の
利
点
を
活
か
し
、
農

政
の
動
き
を
は
じ
め
技
術
・
税

制
の
解
説
な
ど
的
確
で
役
立
つ

情
報
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
ひ
と
り
一
人
が
情

報
活
動
の
重
要
性
を
認
識
し
、

情
報
の
受
発
信
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
地
域
農
業
の
振
興
に
結

び
つ
く
重
要
な
活
動
で
す
。

　

農
業
委
員
の
各
位
に
は
「
農

業
委
員
会
だ
よ
り
」
の
発
行
と

あ
わ
せ
「
農
地
管
理
・
流
動
化

推
進
月
間
」
で
の
、
農
家
相
談

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
農
業
委

員
１
人
１
部
以
上
の
普
及
を
頂

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
月
４

回
発
行
・
年
７
２
０
０
円
）

全
国
農
業
新
聞
の
購
読
普
及
を
！

「
地
場
産
農
畜
産
物
を
利
用
し
た

　
　
　

加
工
食
品
の
先
進
事
例
調
査
」
結
果
概
要

が
盛
ん
な
農
産
物
を
使
用
し
て
、

加
工
品
と
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
野
菜
に
つ
い
て
は
、

練
馬
区
の
キ
ャ
ベ
ツ
や
、
足
立
区
、

葛
飾
区
、
江
戸
川
区
の
コ
マ
ツ
ナ
、

あ
き
る
野
市
の
ノ
ラ
ボ
ウ
菜
、
立

川
市
の
ウ
ド
、
清
瀬
市
の
ニ
ン
ジ

ン
な
ど
で
す
。

　

果
物
に
つ
い
て
も
稲
城
市
の
ナ

シ
・
ブ
ド
ウ
を
は
じ
め
同
様
の
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
特
徴
的
な
点
と
し
て
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
原
料
に
使
用
し

た
加
工
品
が
21
あ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
果
物
を
原

料
に
使
用
し
て
い
る
加
工
品
の
お

よ
そ
半
分
、
全
加
工
品
の
な
か
で

も
15
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
を
!!

　
　

農
業
者
の
た
め
の
公
的
年
金
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を

　

平
成
14
年
１
月
よ
り
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
た
農
業
者
年
金
は
、
確

定
拠
出
型
の
積
立
方
式
で
、
節
税

効
果
の
高
い
、
農
業
者
の
た
め
の

公
的
年
金
で
す
。

　

農
業
者
年
金
は
様
々
な
特
長

が
あ
り
、
加
入
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
い
た
め
、
広
く
こ
の

制
度
を
周
知
す
る
こ
と
は
農
業

委
員
会
の
大
き
な
役
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

積
立
方
式
の
年
金
で
あ
る
た

め
、
加
入
者
・
受
給
者
数
の
影
響

を
受
け
に
く
く
、
加
入
時
に
積
み

立
て
た
保
険
料
は
、
将
来
自
ら
が

受
け
取
る
年
金
に
な
る
と
い
う
安

定
し
た
仕
組
み
で
運
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

通
常
加
入
の
保
険
料
は
、
月

２
万
円
～
６
万
７
千
円
の
間
で

１
千
円
単
位
で
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
、
た
と
え
１
ヶ
月
の
加
入
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
保
険
料
は
将
来

年
金
と
し
て
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

保
険
料
は
全
額
（
最
高
年
額

80
万
４
千
円
）
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
で
あ
り
、
運
用
益
（
農

業
者
年
金
基
金
が
運
用
し
て
得
ら

れ
た
収
益
）
に
つ
い
て
も
非
課
税

で
あ
る
た
め
、
加
入
に
よ
る
節
税

効
果
は
非
常
に
高
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

年
金
資
産
の
運
用
は
安
全
面

を
重
視
し
て
お
り
、
健
全
な
運

営
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
農

業
者
年
金
の
特
長
の
ひ
と
つ
で

す
。
「
Ａ
Ｉ
Ｊ
問
題
」
に
あ
っ
た

よ
う
な
投
資
顧
問
が
直
接
運
用

指
示
を
行
う
信
託
は
せ
ず
、
年

金
資
産
は
法
令
に
よ
り
農
業
者

年
金
基
金
が
一
元
的
に
管
理
・

運
用
し
て
い
ま
す
。

　

新
制
度
発
足
以
降
の
平
均
の
運

用
利
回
り
は
年
率
２
・
07
％
で
、

平
成
24
年
度
は
９
・
62
％
と
高
い

運
用
利
回
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
者
年
金
は
一
生
涯
に
わ

た
っ
て
受
給
で
き
、
加
入
者
や
受

給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
は
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80

歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
年
金
が
死
亡
一
時
金
と
し

て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、

月
額
２
万
円
の
保
険
料
の
う
ち

１
万
円
～
４
千
円
の
国
庫
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
将
来
、
助
成
を
受
け
た

年
金
部
分
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
20
年
以
上
の
加
入
と
経
営
継

承
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
農
業
会
議
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
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８
月
～
10
月
の
日
程

８
月
１
日 

㈭ 

～
２
日 

㈮

　
　
　
　

 

農
地
専
門
職
員
研
修
会

８
・
６ 

㈫ 

農
委
会
活
動
研
究
会

８
・
７ 

㈬ 

南
多
摩
農
委
研
修
会

　
　
　
　

 

（
多
摩
市
）

８
・
９ 

㈮ 

北
多
摩
農
委
研
修
会

　
　
　
　

 

（
府
中
市
）

８
・
16 

㈮ 

通
常
総
会

８
・
23 

㈮ 

女
性
農
委
現
地
研
究
会

　
　
　
　

 

（
瑞
穂
町
・
立
川
市
）

８
・
29 

㈭ 

農
地
流
動
化
会
議

８
・
30 

㈮ 

認
定
農
業
者
担
い
手
会
議

　
　
　

 
 
 

主
任
職
員
協
議
会

　
　
　

 
 
 

都
職
研
全
体
研
究
集
会

９
・
６ 

㈮ 

農
委
職
員
現
地
研
究
会

　
　
　
　

 

（
町
田
市
）

９
・
27 

㈮ 

農
地
部
会
長
研
究
集
会

10
月
28
日 

㈪ 

～
29
日 

㈫

　
　
　

 
 
 

会
長
現
地
研
究
会

　
　
　
　

 

（
兵
庫
県
）

長
野
県
飯
田
市
・
伊
那
市
で
現
地
研
究

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

　

東
京
都
内
で
非
農
家
出
身
か
ら

新
規
就
農
し
た
者
が
、
東
京
Ｎ
Ｅ

Ｏ
―

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
！
と
い
う

名
称
で
、
各
地
で
直
売
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
５
月
16
日
と
17
日
に
は
、

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
の
西
口
広
場
で
直
売

に
取
り
組
み
、
続
い
て
、
６
月
２

日
に
は
、
中
野
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
て
開
か
れ
た
ナ

カ
ノ
マ
ル
シ
ェ
に
出
店
、
６
月
30

日
に
は
、
昭
島
市
の
モ
リ
タ
ウ
ン

に
て
開
か
れ
た
多
摩
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
し
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
者
に
と
っ
て
、
生
産

物
の
販
路
拡
大
は
、
最
も
重
要
な

課
題
で
す
。

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
し
た
集
ま
り
で
直

　

都
内
の
多
く
の
区
市
町
村
で
は
、

地
域
の
住
民
に
農
業
を
体
験
し
て
も

ら
お
う
と
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

い
て
い
ま
す
。

　

市
民
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
国
分
寺
市
で
は
「
農
ウ
ォ
ー

ク
」、
狛
江
市
で
は
「
農
業
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
ラ
リ
ー
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

国
分
寺
市
で
は
農
業
委
員
が
畑

を
案
内
し
な
が
ら
市
内
農
業
に
つ
い

て
説
明
し
、
狛
江
市
で
は
ク
イ
ズ
で

農
業
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

親
子
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
は
、
三
鷹
市
で
「
市
民
の
集
い
」、

東
久
留
米
市
で
「
親
子
農
業
体
験
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

三
鷹
市
で
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
摘

み
取
り
な
ど
を
体
験
し
、
東
久
留
米

市
で
は
同
市
内
で
と
れ
た
他
の
夏
野

菜
と
と
も
に
試
食
を
行
い
、
夏
の
味

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
東
京
市
で
は
、「
緑
の
ア

カ
デ
ミ
ー
」
を
開
き
、
植
木
農
家
に

よ
る
伐
倒
技
術
の
披
露
や
寄
せ
植
え

教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
住

民
が
都
市
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る

良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合

会
（
肥
沼
和
夫
会
長
＝
東
村
山

市
）
は
７
月
４
～
５
日
長
野
県
飯

田
市
・
伊
那
市
に
お
い
て
行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　

飯
田
市
は
、
農
地
面
積
約

２
８
０
０
ha
、
農
業
産
出
額
は
約

95
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
市
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
国
内
で
は
じ
め
て
ス
タ
ー

ト
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
制

度
な
ど
を
通
し
、
農
業
労
働
力
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
延
長
約
11
㎞
に
お
よ

ぶ
防
護
柵
を
設
置
し
た
獣
害
対
策

や
、
全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
を

受
賞
し
た
耕
作
放
棄
地
の
解
消
活

動
、
さ
ら
に
農
業
者
年
金
の
加
入

推
進
な
ど
、
活
発
な
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
那
市
で
は
、
産
直
市
場
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
を
視
察
し
ま
し

た
。
周
辺
農
家
60
人
で
ス
タ
ー

ト
し
、
現
在
で
は
登
録
農
家

２
０
５
０
人
、
１
日
の
平
均
来
客

数
は
１
５
０
０
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
不
利
な
立
地
条
件
な
が
ら

「
逆
境
を
前
進
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

変
え
よ
う
」と
の
理
念
の
も
と
で
、

運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

飯田市の農業振興施策について説明を
受ける参加者

直売に取り組む新規就農者

売
に
取
り
組
み
、
広
く
都
内
の
新

規
就
農
者
を
知
っ
て
も
ら
い
、
販

路
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
来
客
者
に
、
自
ら
の
農

作
物
を
宣
伝
し
な
が
ら
、
会
話
を

楽
し
み
、
直
売
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

切り花のハウスで、笑顔を見せる児童（狛江市）

都
内
の
新
規
就
農
者
が
農
産
物
を
直
売

各
地
の
マ
ル
シ
ェ
な
ど
に
参
加

都
内
各
地
で
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

住
民
の
都
市
農
業
へ
の
理
解
深
め
る
機
会
に


